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1

カヤックの仕事①：うんこミュージアム

ひっそり埋もれたコンテンツを価値に昇華する

・横浜・東京・福岡・上海（中国）に展開
・2019年のオープン以来、累計50万人以上が来場
・日経MJ 2019年上期ヒット商品番付にランクイン



 

2

カヤックの仕事②：スーパー野田ゲーPARTY

・Nintendo Switch用ソフトとして販売数8万本
・Nintendo Switch4月のダウンロードランキング2位
・クラウドファンディングで1357万円の開発資金を達成・約2000人の出資者を集めた

「巻き込み力」と「クリエイティブ力」



3

人がつながるためのお金の使い方を提案

・社員証を2人でかざすと飲料がタダになる法人向け自販機
・サントリー食品インターナショナル株式会社にて展開

カヤックの仕事③：社長のおごり自販機
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地域ならではの多様な魅力=「地域資本」

2018年『鎌倉資本主義』（プレジデント社）刊行

カヤックでは、2002年から鎌倉に本社を置いています。
2018年、『鎌倉資本主義』を上梓しました。
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日本最大級の移住プラットフォーム「SMOUT」

移住したい個人に地域からスカウトが届く

オンライン移住フェアには61地域・33,000人が参加

ワーケーションの促進・関係人口の創出

漁業のまち尾鷲市で魚の捌き方を教わる

約700の国内自治体・団体、3.2万人の移住希望者が登録しています。

下北山村の畑で定植体験

1ヶ月間暮らしの実証実験「紀伊半島はたらく・くらすプロジェクト」

DXによる移住・多拠点居住の促進
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デジタル通貨により、地域の多様性を実現

地域コミュニティ通貨（アプリ）「まちのコイン」

 

・人のつながり・環境といった地域資本を数値化
・ひとつひとつの行動とSDGsの関係を可視化



 

- -- -
7

「まちのコイン」導入地域

 

開始後2年で14エリアに導入済

日吉  新庄村  智頭  鎌倉  上田  たま
プラーザ

 大塚  小田原  八女  佐久  厚木  下北沢

＊ 2021年10月31日現在・終了した地域を含みます。

 石垣島

 八尾
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ご参考：「地域資本主義」とは

地域ならではの資本をレバレッジし、持続可能な成長を
実現する

DXによって、
➢ 住む場所・働く場所がより自由になる
➢ 多元的な価値観が可視化され、お互いに認め合う社会が生まれる
➢ 人のつながり・コミュニティ・環境の持続可能性など、従来の資本主

義では「目に見えない」とされてきた資本が可視化される

*カヤックでは、以下を地域資本と捉えています：
①地域経済資本（売上・生産性）
②地域社会資本（人のつながり）
③地域環境資本（自然や文化）

 


